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昨年度まで、本校では、研究主題として、「学びを生かして未来を拓く生徒の育成」を掲げ、学び続
ける生徒を育てることをねらいとしてきました。本年度は、研究主題を「主体的に学び、互いに高め合
う生徒の育成」として２年計画で実践研究に取り組んでいます。本年度はその第１年次で、研究主題を
達成するための授業づくり、すなわち、生徒が意欲的に取り組み、互いに高め合えるような授業構成の
あり方、学習意欲の向上を図り、互いに高め合えるような学習指導のあり方に焦点を当て、実践研究に
取り組んでおり、授業の充実を図ってまいりました。 
学ぶということは、頭の中に知識を詰め込むこと、新しい世界に目を開く、漠然としていたものがリ
アルに見えてくる、学んだことによって、また、それらを関連づけて、疑問を解消し、新しい可能性が
手に入れる、そういう喜びや感動が含まれています。教師は、そういう経験が新たな学習のバネになり、
そのようなバネを豊かにたくわえるような学習を大切にし、豊富にしていかなければならないと考えま
す。 
研究主題を実現するために、各教科・領域では、それぞれに研究主題を掲げています。それらから、
生徒の具体的な学習行動としては、「自分の意見や考えをはっきり言える」、「他者の意見や考えに耳を
傾けられ、理解を示せる」、「自分の考えと他者が考えていることの違いに気づける」、「今とこれからを
見通し、計画を立て、自分の興味や関心を見つけることができる」、「継続して努力できる」などが挙げ
られます。 
そのような生徒の学習行動を引き出し、能動的に取り組める生徒を育てるには、教師には、「生徒の
意欲や到達点に見合った課題を与える」、「理解するポイント、到達点を生徒に明確に示す」、「日常的に
生徒が到達しているかを評価する手だてをもつ」、「生徒の到達度によって、自らの指導について評価す
る」、「教材、指導方法を生徒がどう受け止めているか、学ぶ側からみてどうだったかとういことをつか
む」、「生徒の到達度が不十分な点を授業時間内や時間を空けずに補う」、「集団として学習に取り組む気
風・雰囲気を育てる」、「一人一人の生徒とそれぞれ何らかの出会いをもち、その生徒の良い面を把握す
る」、「学年、教科担当の教員がチームで情報をやりとりして、一人一人の生徒を多面的に把握する」、「や
ればできるという見通しと自信を持たせる」などが求められます。 
 教室という場では、教師は「生徒に教える主役」、「生徒の発言や創意工夫を生かす脇役」、「最適な題
材や教材を用意する小道具役」、「授業の指導計画を作成する脚本家」「授業を展開する演出家」であり、
教師にとって教室は生徒に教えると同時に、生徒から学び、自らを切磋琢磨していく場です。 
 本日の公開研究授業、そして、授業研究会は、本校の教員が互いに授業を参観し、教員が教える活動、
生徒が学ぶ活動を観察し、良い点、改善点を出し合い、討議し、授業者の教員、参観した教員が学び合
いながら、研究を創り上げてきたものです。公開研究会に参加いただいた皆さまからは忌憚のないご意
見をいただき、さらに、研究を推進していきたいと存じます。 
 最後になりましたが、本研究を進めるにあたっては、研究を支え、応援してくださった群馬県教育委
員会をはじめ、適切なご指導、ご助言をいただいた多くの先生方、さらには、研究協力者として本校の
研究のすすむべき方向性を示してくださった群馬大学教育学部の先生方に心よりお礼を申し上げます。 
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